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 第７日 

 令和６年６月19日（水） 

午後３時10分再開 

○議長（小島清人君）  休憩前に引き続き会議を開き、一般質問を続行いたします。 

 次に、13番浅尾静二議員の質問を許可します。13番浅尾静二議員。 

     （13番浅尾静二君登壇） 

○13番（浅尾静二君）  皆様、こんにちは。13番議員の浅尾でございます。本日は一般質

問２日目ということで、最後で皆さん大変お疲れだと思いますけれども、あと１時間、よ

ろしくお願いしたいと思います。それから、議会傍聴にもお越しいただきまして、ありが

とうございます。 

 さて、本日の一般質問は、まずは、米沢市との姉妹都市交流についてのお話をさせてい

ただきたいと思います。 

 実は、先週、私、土曜日ですけれども、甘木盆俄の関係の方から、秋月鎧揃えの保存会

の方ですが、幹事も務めてありますけれども、その方から、秋月黒田家第15代当主の黒田

長幹さんによる第２回の黒田塾セミナーというのがありまして、のお誘いがありまして、

オンラインで参加をさせていただきました。何があったかといいますと、秋月三職の会と

いうのを今秋月でつくってあります。職は職業の職。三職ですから、川茸、いわゆる壽泉

苔、それから廣久の葛、それから和紙の方々によりますセミナー、講師としていろいろお

話をされました。今日のお話でも出てきます上杉鷹山のおいであります第８代黒田長舒公

の時代に、殖産興業として盛んに取り組まれた産業、秋月の名産品であります。 

 このセミナーでこの３名の方々がお話しされているのが、やはり歴史と現代を融合して

新しい価値を発見し発信していくこと。それぞれの方が紹介されていましたけれども、ほ

かにも長幹様から秋月黒田の武士道のお話もありましたが、非常に勉強になりました。何

といっても秋月黒田家の御当主自らがこのような取組をされていると、秋月の活性化、秋

月のまちづくりに自ら立ち上がって取り組んでおられる、このことが非常に私は感銘を受

けました。御当主は「まだまだ地味な取組ですから」と、御謙遜はされておりましたけれ

ども、私は非常に興味深く、今後も継続をされていくことを望みますというお話もさせて

いただきました。このことは、今行われております秋月藩成立400年のこの事業がきっか

けの一つになったのではないかなというふうにも私も思いました。 

 そういうことを受けまして、今日、またこの一般質問をさせていただきたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

     （13番浅尾静二君降壇） 

○議長（小島清人君）  13番浅尾静二議員。 

○13番（浅尾静二君）  それでは、通告に従い始めさせていただきます。 

 まずは、山形県米沢市との姉妹都市締結についてという議題でございます。 
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 今回、私の一般質問の趣旨は、先月、５月16日に高鍋町議会と朝倉市議会の姉妹都市交

流会がありました。その中で、市長挨拶の中で、市長が米沢市とも姉妹都市締結を結びた

いとお話しされました。私は、ぜひ実現を目指していただきたいと、もう心底思ったわけ

です。このことをこの一般質問を通して市民の皆様にも、米沢市との姉妹都市締結につい

ての理解を広げたいと思いましたし、市長発言の後押しに少しでもなればという思いがあ

りました。 

 私は、総務文教常任委員会に所属をしておりまして、先ほどの林市長の発言を受けまし

て、北川総務文教常任委員長も、その発言を受け、すぐ、今度、総務文教常任委員会の行

政視察は米沢に行ったらいいのではないかというふうにすぐおっしゃいまして、このこと

も実現ができればいいなと私自身も思っておりますし、楽しみにもしております。 

 私は、平成28年、朝倉市議会の議長時代にも米沢に行きましたし、それから、平成30年

には、個人的にも米沢市の雪灯篭まつりにも行ったことがあります。非常に歴史深いまち

でもありますし、米沢市は何といいましても上杉謙信、それから直江兼続とかいう著名な

歴史上の方々もおられますので、本当に印象強いまちだったなというふうに私は思ってお

ります。 

 全く個人的な話ですけれども、私は、昨年、甘木盆俄で秋月藩成立400年の記念公演と

して「秋月に消えた星」、こういう芸題でしたけれども、この中にも見にこられた方があ

られるとは思いますが、その中で恵利内蔵助を演じ、要するに、秋月種実公から「広島に

行って豊臣秀吉の敵情を視察してこい」という命を受けまして、恵利内蔵助は敵情を視察

し、これはとても豊臣秀吉に立ち向かえるような秋月ではないということで、種実公に

「ぜひ降伏をしてくれ」ということで、本当に説得をするような場面の劇であったり、そ

して、最後には種実が聞き入れてもらえず、一家４人で諫死、いわゆる自殺をしたという

ふうな悲しい物語だったんですけれども、そういうこともあって、私は実は４月に個人的

にですけど、これも個人的なんですけれども、宮崎県串間市にある秋月種実公の墓参りに、

旅行の途中でしたけれども、立ち寄ってまいりました。西林院というひっそりしたお寺な

んですけれども、その中に３つのお墓が並んでおりまして、もちろん種実公のお墓、それ

から種実公の息子さんのお墓、それから奥様のお墓と３つ並んでおりましたけれども、そ

の中に、串間市教育委員会が史跡「秋月氏の墓」として説明板を立ててあります。その中

に「江戸時代を通して、高鍋、串間を治める秋月氏が、豊臣秀吉の命により、筑前秋月か

ら串間に移ったのは、安土桃山時代の天正15年──1587年」などとの説明がありました。 

 先ほどの「秋月に消えた星」、盆俄でも出てきたんですけれども、36万石から３万石に

取り上げられ、そして移封されたと。その中で、せめて種実は秋月を去るときに、10石で

もいいから秋月に残りたかったと。「内蔵助、許せ」というところで立ち去っていくわけ

ですけれども、そのことが十石山伝説と今でも語られております。本当に感慨深いものだ

ったなと、寂しい思いをしてこの地に来たんだなというのをその地に行ってちょっと感じ
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たわけであります。 

 そんなことで、この地から、その地から、串間市から息子の種長が高鍋に移り、第１代

として今度は高鍋秋月家の歴史が始まっていくわけですけれども、その地から種実公を先

祖の一人として秋月三名君のつながり──今日は先ほどパネルが。今は消えとうかね──

上杉家から豊姫が秋月黒田家へ嫁ぎ、その娘・春姫が高鍋秋月家へ嫁ぎ、長男・種茂が高

鍋藩主となり、そして、次男の鷹山が米沢藩の上杉氏の養子に行くと。そして、種茂の子、

鷹山のおいである長舒が秋月黒田家へ養子へ行くという三名君のつながりは、皆さん、御

存じと思います。 

 そして、その先がまだありまして、鷹山夫妻には顕孝という息子さんがおられたそうで

す。彼は大変聡明で、鷹山の２代後の藩主に決まっていたが、19歳のときに江戸で天然痘

にかかり亡くなっておられます。この顕孝には婚約者がおられました。土佐藩山内家の姫

でありました。その後、彼女は顕孝のいとこである黒田長舒の妻になったということも歴

史の中で出てきております。非常に上杉鷹山との関係も深いんだなと改めて思った次第で

ございました。 

 私の講釈はこれぐらいにして、令和５年３月議会においても、元議員の内田恵三さんか

らも、一般質問において、米沢市との姉妹都市締結についても質問がされております。そ

のときの議事録には、姉妹都市に関する基本的な考え方として、双方の主張、議会をはじ

め、双方の市民を含めて、双方の認知度が広がり、機運の盛り上がりの中から姉妹都市締

結が望ましいとの答弁がございました。市民交流という点におきましては、今、盛んに秋

月三名君フォーラムということも熱心に行われております。そういう意味で、双方の市民

を含めて機運の盛り上がりという点ではどのように捉えてあるかをまずはお伺いしたいと

思います。 

○議長（小島清人君）  総務部長。 

○総務部長（梅田 功君）  議員言われますように、交流等につきましては、さきの議会

で答弁させていただいたところでございますが、機運につきましては、まず、秋月三名君

フォーラムが本年11月に開催される予定です。また、全国藩校サミットが来年、令和７年

の11月にこの朝倉市で開催する予定でおります。また、あわせまして、この春には、米沢

の上杉まつりへの参加、宮崎県高鍋町を含めました３市町で上杉鷹山公ＮＨＫ大河ドラマ

化要望の協議を行ったところでございまして、米沢市と今、様々な場面で積極的に交流す

る中で機運も高めていきたいというふうに考えておるところでございます。 

○議長（小島清人君）  13番浅尾議員。 

○13番（浅尾静二君）  それでは、次に、秋月の歴史に造詣が深い隈部教育部長にお尋ね

しますが、長舒は、種茂、鷹山の影響を受け、名君と呼ばれておりました。江戸時代には

約5,000人の大名がいたと。そのうち、名君として名の通る人は約20人と言われておりま

して、その中にこの３人が入るという講演をされておられる方もおられました。いかに優
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れていたか。いわゆる善政、仁政を行ったことが、先ほど言いました秋月三名君フォーラ

ムなどで話されております。どのようなことが今の現代においても評価をされているかと

いうことをお尋ねしたいと思います。 

○議長（小島清人君）  教育部長。 

○教育部長（隈部敏明君）  長舒公の功績といったことでちょっと簡単にお話をさせてい

ただきますが、どのぐらい時間を頂けるんでしょう。 

 まず、上杉鷹山と秋月種茂という兄弟ですけれども、このお二人方が基本的には、高鍋

藩のほうの藩主の育て方というのが、基本的に国の宝は人材であるというようなことで、

教育に非常に力を入れていた藩であったということがまず下地としてございます。その中

で、種茂公も鷹山公もそれぞれの藩主となりまして、産業を起こしたりとか、人材を育成

したりとかというのと併せて、当時では非常に珍しかった、今で言えば育児手当といいま

すか扶養手当、そういったものも当時では非常に珍しかったんですが、そういったものも

支給をしているというようなことで、当時、このお二方が生存中から非常に名君であると

いう評判が立っていたということです。 

 秋月に、こちら、朝倉市の秋月藩に来ました黒田長舒公、種茂のお子さんになりますけ

れども、こちらがちょうど天明５年に藩主としてこちらに来るんですが、ちょうどそのと

きに上杉鷹山が引退を、隠居をするというふうなちょうど境目のところでございます。当

然、長舒公は、父親の種茂公、おじさんである鷹山公の政というのを見習って政治を行っ

てきたということで、先ほどちょっとお話もされましたように、三職の会でありますよう

な葛であったりとか、川茸、こういったものを商品化していくというようなこともござい

ますし、当時の人材の登用ということでは、原古処という漢詩の学者であったりとか、一

方では、緒方春朔というお医者さんを登用したりといった人材の登用もやっております。

また、同じように育児手当というのも出しておりますし、そういった中では、この朝倉市

においても名君であるということで評されているといった状況でございます。そういった

ところでよろしいでしょうか。 

○議長（小島清人君）  13番浅尾議員。 

○13番（浅尾静二君）  さすが、すらすらと出てこられるなと感心します。やはり米沢の

興譲館であったり、秋月のもちろん稽古館、高鍋の明倫堂と、そういうような藩校も、先

ほど藩校サミットというのが来年に企画をされております。こういった人材育成をしたと

いうこの歴史、先ほどの産業育成というのも、長舒公の産業育成というのも、先ほども僕

が言いましたように、今でも三職の会ということで、今の現代に過去のそういった商品を

いかに融合しながら歴史的なものを博していこうと、また、そのことを発信していこうと

いう試みもされておりますし、人材育成という面では非常に興味深いなと。今までよく一

般質問の中でも、職員との話とかいろいろ、いわゆる下から上にどうやって意見を上げて

いくかと、そういった人材育成という部分についても非常に私は参考にしなければならな
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い、この三名君の歴史かなというふうに思っております。 

 いろいろこういったお話は、秋月三名君フォーラムとかでも、市長は参加をされていろ

んな話も聞いてありましょうし、この頃の先ほど冒頭に申しました米沢市との姉妹都市締

結を結びたいという市長の発言を聞きまして、私は本当にうれしかったんですけれども、

このことにつきまして、市長の考えをまずはお聞きしたいと思います。 

○議長（小島清人君）  市長。 

○市長（林 裕二君）  高鍋町と甘木市、その後の朝倉市との交流につきましては、もう

議会の皆様方のほうがお詳しいぐらい盛んに行われてきたということです。これは文化交

流もそうでしょうし、少年の交流ですか、そういったこともあるし、職員同士の交流もあ

ると、あったというような中でございまして、私は市長になって具体的にはそのことを知

るということになりました。だから、大体６年ぐらい前にそうだなと。市長室に飾ってあ

りましたのも、盟約の締結の書類に書いたのがあそこにありましたので、それをきっかけ

に知るようになったと。コロナがありましたので、交流が途絶えておった期間もありまし

たけれども、それが再開をされてということがございました。 

 そして、先ほど説明もありましたけれども、昨年の暮れに高鍋町長さんから、米沢市の

ほうから上杉鷹山をテーマにしたＮＨＫ大河ドラマを誘致しようというような話が熱烈に

あったと。ついては、高鍋町長、朝倉市にも、ぜひ、市長にも一緒になってＮＨＫのほう

に行きましょうという誘いがありましたので、去年かな、今年かな（発言する者あり）去

年の１月に、当時の米沢市長、それから、現在の高鍋町長、そして、米沢市からは大河ド

ラマを成功させようと、進めていこうという会がもう既にできておりましたので、その関

係の皆さん方、それから、経済界の代表の皆さん方、高鍋町からは町長さんのほかにやは

り経済団体等の人たちが来られておりまして、私は市の教育委員会の職員と一緒に行きま

して、そして、ＮＨＫ大河ドラマを進めようということで、やはり強烈な印象がありまし

たので、これが一つ、米沢藩としっかり交流をする必要があるという引き金になったとい

うふうに思います。 

 従来からの朝倉と高鍋との交流が続いてきた上に、米沢藩と協定を結ぶことによりまし

てトライアングルの関係になって、より強い結びつきになりますので、これを基に、それ

ぞれが抱えております課題──具体には、米沢市も高鍋町も人口は減っています。朝倉市

も人口減少の中にあるということ等に対して、それぞれが持っております蓄積したもの、

そういったものを交流を通してパワーをアップして、そして、朝倉市の地方創生、これか

らの人口減少に生かしていけるということがございます。 

 そして、今年になりまして、具体的に現在の米沢市長から、上杉まつりにぜひ来てくだ

さいという正式の招待を頂きましたので、それに出かけていきまして、交流会の前、それ

から上杉まつりの夜のイベントの前に、３者で協議をする席が設けられておりましたので、

その席の中で、ＮＨＫの大河ドラマはぜひみんなで協力してやりましょうということと、
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私のほうから、ぜひ米沢市と長年の課題であったという部分も含めて新しい関係を築いて、

先ほど申し上げましたように、３つの自治体の協定を結んでさらにやっていこうというお

話をさせていただきました。そこで、高鍋町長のほうから大変強い後押しがありましたの

で、ちょうど帰ってきまして高鍋町議会と朝倉市議会との交流会があって、御案内いただ

きましたので、せっかくの機会だと思いましたので、失礼ながら、ああいうお話をさせて

いただいたという次第でございます。ぜひ、私としては、議会の皆さん方の御理解を頂け

るものと、お力添えをぜひお願いをしながら進めていきたいというふうに考えております

ので、ぜひよろしくお願いします。 

○議長（小島清人君）  13番浅尾議員。 

○13番（浅尾静二君）  市長の思いは十分伝わったと思います。市長の話も聞きながら、

私も本当にうれしく思いました。ぜひとも、こういったお話、この議場ですることが市民

の皆様にも御理解を頂けるものと。もちろん、朝倉市議会は恐らく皆さん、応援を一緒に

なってやっていこうという気持ちになられるだろうと、私は思っております。本当に市長

からも、ＮＨＫの上杉鷹山公のＮＨＫ大河ドラマの話もございましたし、私も個人的にで

すけれども、米沢市の元市長、安部三十郎さんが一生懸命、一つの重要な役割といいます

か、を果たして、米沢・朝倉交流会という形で既にもう米沢の市のほうでも立ち上げて一

生懸命頑張ってあられる姿も、私どもも拝見しておりますので、どうぞ、林市長におかれ

ましては、今後、このことについてはどんどん進めていかれて、お願いしたいと思ってお

ります。よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、次の質問に移ります。次の質問、総合的体育施設建設計画の判断についてと

いうことで、現庁舎跡地活用計画に与える影響ということで上げさせていただきました。 

 先ほどの米沢市の姉妹都市締結の話とはごろっとまた変わるんですけど、これまで私は

朝倉農業高校跡地の十文字公園整備の中の総合的体育施設計画の見直しの質問をもう繰り

返ししてきました。しかしながら、この判断はいまだに出てきておりません。今回は、こ

れから始まる現庁舎跡地活用検討において、この朝農跡地にある総合的体育施設計画の判

断をつける必要があるというので、市の考え方を改めて確認をするものであります。 

 まず、担当課にお伺いします。現庁舎跡地活用検討のエリアはどこまでを考えているの

かをお尋ねしたいと思います。 

○議長（小島清人君）  都市建設部長。 

○都市建設部長（井上政司君）  跡地活用の検討エリアということでございますけれども、

甘木公園、隣接しております甘木公園ですが、こちらはジョギングコースや遊具広場の利

用に加えまして、春は桜の名所であり、秋は紅葉と、市内外からも来訪者が多く、市にと

っても観光名所の一つでございます。このことから、本庁舎跡地活用を検討する上で、隣

接する甘木公園との関連は必須であり、また、まちづくりとしての側面も重要であるとい

うふうに考えておるところでございます。 
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 また、甘木中学校の通学路の防犯対策として、甘木中学校も含めたエリアの検討が必要

であるというふうに思っておりまして、本庁舎からどこまでを検討範囲とするのかを含め

まして、今後、議論をしていくところでございます。 

○議長（小島清人君）  13番浅尾議員。 

○13番（浅尾静二君）  今の答弁では、甘木公園、今からの現庁舎跡地活用検討のエリア

というのは、具体的にここからここまでですよということではまだ決めていないというこ

とでのことでよろしいんですか。 

○議長（小島清人君）  都市建設部長。 

○都市建設部長（井上政司君）  具体的なエリアにつきましては、これからいろんな議論

をする中で決めていければというふうに思っているところです。 

○議長（小島清人君）  13番浅尾議員。 

○13番（浅尾静二君）  当然、甘木公園エリアということでいえば、甘木体育センター、

それから甘木球場も私は含むと思いますけれども、ここも含むと考えてよろしいんですか。 

○議長（小島清人君）  都市建設部長。 

○都市建設部長（井上政司君）  先ほども申しましたように、隣接している甘木公園とい

うのは検討の中で考えていくべきものであろうと思っていますし、中学校の防犯対策、こ

れらを考えまして、本庁舎からどこまでを検討範囲とするのかということを今後議論して

いきたいということでございます。以上でございます。 

○議長（小島清人君）  13番浅尾議員。 

○13番（浅尾静二君）  今の段階でもまだエリアのことはまだはっきり方針が定まってい

ないような答弁です。これから検討委員会が始まっていくに当たり、先ほど、北川議員も

体育施設のことも話は出ておりましたけれども、エリアの範囲、エリアもどこなのかとい

うこともまだ明確に答えられないのであれば、当然、私は今まで甘木体育センター、それ

から武道場の建替えも必要ではないかということも言ってきたんですけれども、今、この

場でまた聞いたとしても、エリアも決まっていないぐらいですから、建替えの検討をする

かしないかの話も恐らく担当のほうではできないでしょう。要するに、これから検討委員

会が、まずは正式に今度、６月の末の閉会日に全員協議会で報告があるというふうには聞

いておりますけれども、もうこれから検討委員会が始まっていこうという中において、市

の基本的な考え方、エリアを含めてどういった形でつくっていこうかという基本的な考え

方が私は当然あってしかるべきと思っています。その基本的な考え方をじゃあ聞きましょ

う。 

○議長（小島清人君）  都市建設部長。 

○都市建設部長（井上政司君）  跡地活用方針の方向性としましては、昨年度末までに、

甘木公園に隣接している立地特性を考慮するというところ、それらを含めまして、一体的

に行政として求められるべき機能、それから、防犯対策や跡地及びその周辺において必要



 8  

とされる機能を検討していきながら、市の考え方も今後一緒に整理をしていきたいという

ふうに考えているところでございます。 

○議長（小島清人君）  13番浅尾議員。 

○13番（浅尾静二君）  なんかもう本当、はっきりしないような答えしか聞こえませんけ

ど、市民を入れての検討委員会を今後立ち上げていこうとするのであれば、市が明確にこ

この範囲の中で、今言われたような要素、甘木公園に隣接している甘木中学校の登下校の

問題、そういったことを加味していく、そこの中にはこの施設がありますのでとかいうこ

との基本的なものがないと、話に私はならないんじゃないかなと思っております。 

 検討委員会、検討委員会と言われておりますけれども、ここは市議会の一般質問なんで

す。検討委員会で決まったことを今から市議会に報告を我々は受けるだけなんですか。そ

れはちょっとおかしいと私は思っております。市議会の一般質問というのは、論点の、こ

れから市民の方にこういったことの論点がありますよ、争点がありますよ、市の考えはど

うなんですかという、ただすのが我々一般質問の役割なんです。検討委員会で決まったこ

とを、それを市議会の全員協議会あるいは所管の委員会に報告していくというのは、これ

はちょっとまたおかしな話であって、基本方針、この検討委員会が、この前、報告があっ

たんですけれども、基本構想を来年、令和７年度の９月までにはつくるというふうな話で

したよね。令和７年の９月までにこの基本構想をつくり上げるという、この時間軸の中で、

今から市民を交えて範囲を決めていきます、中の施設も検討していきますということで、

こんな時間が１年ちょっとで私は市のある程度の基本的な考え方がないと前には僕は進ま

ないと思っていますけれども、このことについては議会との関係も含めてどういうふうに

お考えでしょう。 

○議長（小島清人君）  都市建設部長。 

○都市建設部長（井上政司君）  まず、検討委員会でございますけれども、これから検討

していく上で、本庁舎に係る検討についてでございますが、市民の御意見を伺うというこ

とで、地域の住民を中心に、地域や経済、福祉、子育て、まちづくりに関連した団体から

選出をしていただきまして、そのほかに公募による市民２名、約10名程度の検討委員会を

今後組織するというところで今進めているところでございます。これからの検討範囲でご

ざいましたり、市の一定の方針、どういった方針でいくのかというところにつきましては、

まずはこの跡地、それからこの周辺を含みます現状、どのような現状なのか、それに対し

てどういった課題があるのかというところをまず十分に整理しながら、そうすることによ

ってどういった活動が必要なのかというところにつながっていくのではなかろうかと思っ

ております。 

 また、こういった議論をしながら、その都度、議会全員協議会のほうで報告をさせてい

ただきまして、そこで御意見を頂きながら、基本理念、そういったものの作成を行ってい

きたいというようなことで、密に議会全員協議会のほうで逐次報告、意見を聴取させてい
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ただきながら進めさせていこうというふうな考えを持っているところでございます。 

○議長（小島清人君）  13番浅尾議員。 

○13番（浅尾静二君）  理念とかを今から考えていくということで、議会のほうには逐一

報告していきますというのは分かります。理解しましょう。じゃあ、この一般質問の意義

です。私は、今後、現庁舎跡地の活用に入っていく中で、論点とか争点が整理を私はしな

ければならないと思っております。というのは、この論点、争点というのを捉えると、甘

木体育センター、武道場を、甘木体育センターと特に球場、甘木球場、このエリアは当然、

甘木公園のエリアに含むというふうな話に恐らくこの検討委員会の中にも入ってきます。

そうしてくると、甘木体育センターの建て直しという議論をするのかどうなのかというと

ころ、これは教育委員会が所管する分野だろうと思っております。 

 総合体育館、朝農跡地の総合体育館をつくったときには、甘木体育センター、甘木武道

場を吸収合併しますよと、甘木体育センターは解体します、武道場も解体しますという計

画がございました。やけん、いまだに甘木総合体育館をどうするかという結論が出ていな

い中で、市長は今までの議会答弁の中でも、私の任期中には建設はしませんということは

はっきり明言されております。しかしながら、今後、その施設をどうするかということを

先送りにはしないと。市長部局と教育部局で検討はしていきますと、させますというふう

なことで市長答弁はあっております。じゃあ、この総合体育館を建設することに関しては、

体育協会の方々とかスポーツ関係者の方々と協議をする必要があるんです。このことにつ

いて今までどのような協議をしてきたか、これをお尋ねしたいと思います。 

○議長（小島清人君）  教育部長。 

○教育部長（隈部敏明君）  市のほうの体育協会等々の協議についてはということですけ

れども、特に総合的体育施設のほうが一時凍結となって以降については、具体的な協議と

いうのは行ってきておりません。以上です。 

○議長（小島清人君）  13番浅尾議員。 

○13番（浅尾静二君）  なぜなんでしょう。市長答弁には、議事録も確認を恐らく一般質

問するに当たって執行部も確認をしているだろうと思いますけれども、市長はそういった

答えであるんですよね。市長部局と教育委員会で、この先２年間はつくりませんけれども、

このことについての協議はしますよと。そういったことの答弁をしておきながら、それを

協議に入らないというのは、これは何なのかが私は理解できないんです。 

 今回、現庁舎跡地の活用計画に入ったときに、今から検討をしようかというときに、甘

木体育センターの件を、じゃあここを解体をするのか、建て直すのか、どうするのかとい

う判断は、総合体育館をやめるのか、つくるのか、縮小するのかという議論を、はっきり

そこを定めないと次の展開には入っていけないということも私はずっと言い続けてきまし

た。検討委員会が今から始まっていく上において、そのことも整理をせずに市民を交えて

検討委員会を立ち上げていこうとするのが、そこが私はおかしいので、この議場で論点と
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争点としてまた取り上げて一般質問をしております。 

 ここをなぜ、この総合体育館をどうするのかという議論を、これこそ関係者を交えた中

で、市内部でもしているのかどうか分かりませんけれども、内部の中でもしているかどう

か分かりませんよ、市民を交えた中で検討をもうしていかないとまずいと私は思います。

答弁をお願いいたします。 

○議長（小島清人君）  都市建設部長。 

○都市建設部長（井上政司君）  エリアにつきましては、今後、具体的な範囲を検討した

いというふうなことで答弁をさせていただきました。それで、当然、ここの甘木公園を含

んだところでの現状とか課題の整理の中で、甘木体育センターの老朽化という課題が出て

くることは当然想定できるというふうに思っております。そういったことで、甘木体育セ

ンターであったり、武道場であったり、そういった課題というふうなことが議論になれば、

当然、今後どうするのかという議論につながっていくというふうに思っております。 

 それからあと、ここは昨年度からの引き続きでもありますけれども、市内部のほうで、

教育部局、それから私ども市長部局のほうで、朝倉市の体育施設をどうすべきなのかとい

うところの議論には取りかかっているところでございます。まずは、その辺を整理をして、

朝倉市の体育センターをどうしていくのかというところの議論につなげていきたいという

ところで、今、作業を進めているところではございます。 

○議長（小島清人君）  13番浅尾議員。 

○13番（浅尾静二君）  朝倉市全体の体育施設の協議というのは、先ほど北川議員の一般

質問の中でも、10万人に減った利用者を、スポーツ関係者を20万人に増やしていこうとい

う努力をしていくと、現施設を改修しながらやっていくというのは前から聞いております

し、それは十分理解はしているけれども、本題の総合体育館をどうするのかということに

ついては必ずはぐらかされますよね。やけん、もうあまりくどくど言うつもりもないので、

市長にお伺いします。今まで私の言ってきたことも当然理解をされておると思いますけれ

ども、現庁舎跡地活用委員会は、先ほども言いました令和７年９月までには基本構想をつ

くるというふうな話です。あと一年余りしかございません。先ほどのエリアの話を整理す

るには、やはり甘木体育センターの件がどうしてもありますので、この件を整理するには、

朝倉農業高校跡地の総合体育館建設を縮小するのか、廃止するのか、実施するのかの判断

を早急に私は出す必要があると、その時期に来ていると私は思っております。このことに

つきましても、やはり体育協会の方々とか、スポーツ関係者の方々とか、そういった方々

の議論を重ねないと簡単に出る答えではないだろうと思っております。でありますので、

市長に改めてお尋ねしたいのが、この協議、総合体育館をどうするのかと、縮小するのか、

廃止するのか、実施するのかという、この協議を市民、先ほどのスポーツ関係者、体協の

方々、もちろん市は当然でしょうけれども、そういった協議を始めるというお約束を、そ

ういうことを私は頂きたいと思ってこの質問をしております。 
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○議長（小島清人君）  市長。 

○市長（林 裕二君）  体育協会等との協議を始めるということについては、しっかり受

け止めをさせていただきます。判断はこちらでいたします。今から始めるとかいうお約束

はできません。 

○議長（小島清人君）  13番浅尾議員。 

○13番（浅尾静二君）  今から始めるというお約束はできないという答弁でしたけれども、

繰り返し言います。この現庁舎跡地の活用を今から進めていくにおいては、検討委員会の

中でエリアの範囲、エリアをどういうふうに選定していくのか。当然、市民からも甘木体

育センターであったり、甘木球場であったり、その辺の話も当然議論になってくると私は

思っております。そのためには、総合体育館のことを整理しないと、甘木体育センターを

建て直すのかどうするのかという議論には入れないでしょう。 

○議長（小島清人君）  市長。 

○市長（林 裕二君）  甘木体育センターをどうするかという話は確かに出てくるとは思

いますが、現庁舎の跡地活用についてはどこまでを関係地区にするかと。甘木中学校は入

ると思います、防犯上の問題がありますので。体育館については、一方では教育委員会の

所管でございますので、そちらとの関係も当然ありますし、そして、全体的にどこまで広

げていったときに、財源の問題というのも当然ありますので、貴重な意見として受け止め

させていただきまして、そして、検討委員会の中で、議員が言われるのももっともなとこ

ろがございますので、そのエリアの案というのはやはり事務局でつくるべきでありますし、

こちらのほうで用意する必要がございますので、委員会を進めるために、進めていただく

ために、そういったことについてはしっかりこれから時間をあまりかけずにやっていくと

いうことでやらせていただくということでお答えします。 

 それと──まだ質問されますね。それと、跡地活用でスケジュール的に急いでやる必要

があるということがあります。これは、新しい場所に移転をする段階をやっぱり見据えて、

甘木中学校の安全の問題といったものは極めて大切な部分がございますので、そういった

こともしっかり踏まえながら結論を出していくと。検討委員会の中でもスケジュール等が

恐らく示されるでしょうから、来年７月を一番最後に、その中の検討委員会でのスケジ

ュールというのも今から決められますので、そういったことを踏まえて、今後、しっかり

対応をさせていただくと。極めてこの跡地は歴史的にも非常に価値のある問題でもあるし、

経済的にも物凄く朝倉市にとっても財産的な考え方も当然あります。それから、公園との

関係も当然出てきますので、そういったものを全体的にしっかり踏まえて、そして検討い

ただいて、最上の判断を最終的にさせていただくということでやらせていただきたいと思

います。 

 答弁の中で言いましたように、議会の皆さん方の御意見というのはもう極めて大事でご

ざいます。御協力もお願いする部分も当然出てきます。そして、議会の議員さん方は、
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個々の議員の皆様方とは話したことはありませんけれども、それぞれやっぱり考え方はお

持ちだろうというふうな点もありますので、検討委員会の進捗状況等、跡地活用について

は全員協議会等で必要な時点で御報告をさせていただいて、そして、いろんな御意見を頂

いて、それを整理して進めていくと、そういったことになろうかと思いますので、よろし

く御理解を頂きたいというふうに思います。 

○議長（小島清人君）  13番浅尾議員。 

○13番（浅尾静二君）  市長もこれだけの答弁をされております。この一般質問は、先ほ

ど言いましたように、今回の議題は、私は論点であり争点であるというふうな捉え方で行

っておりますので、担当の方々、副市長をトップに、この課題の整理を十分にやっていた

だきたいと。そして、検討委員会に臨んでいただきたい。市の基本的な考え方を早く私は

整理をつけてやっていただきたいというふうに思っておりますので、よろしくお願いをし

ておきます。以上を申しまして、一般質問を終わります。 

○議長（小島清人君）  13番浅尾静二議員の質問は終わりました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 次の本会議は20日午前10時から行い、一般質問を続行いたします。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでした。 

午後４時４分散会 


